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第　1９　号

補
正
予
算
の
主
な
事
業

市
長
公
約
【
産
後
ケ
ア
事
業
】

事
業
費
１
１
７
１
万
円

対
象
施
設
の
増
加
や
利
便
性
の

向
上
に
よ
り
利
用
者
数
が
見
込

み
を
上
回
る
た
め
、
委
託
料
を
追
加
し
ま

す
。市

長
公
約
【
通
学
支
援
事
業
】

事
業
費
１
３
万
円

債
務
負
担
行
為
１
１
０
３
万
円

令
和
８
年
４
月
に
開
校
す
る
下
津
井
学
園

の
通
学
支
援
用
車
両
の
運
行
業
務
を
委
託

し
ま
す
。

拡
大
【
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
事
業
】

債
務
負
担
行
為
１
６
２
２
万
円

児
童
生
徒
数
増
加
に
伴
い
、
令

和
８
年
４
月
か
ら
倉
敷
支
援
学

校
送
迎
用
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

１
路
線
追
加
し
ま
す
。

【
ご
み
の
適
正
処
理
・
減
量
・
リ
サ
イ
ク

ル
啓
発
事
業
】

事
業
費
３
０
０
万
円

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
等
に

起
因
す
る
火
災
が
全
国
で
発

生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
適
正
な
分
別
や

排
出
を
促
す
啓
発
を
強
化
し
ま
す
。

防
災
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に

つ
い
て

【
令
和
８
年
１
月
業
務
開
始
】

・
免
震
構
造(

柱
頭
免
震
）
を
採
用

・
電
力
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が　
％

 

以
上
の
省
エ
ネ
と
な
るZEB Ready

の

認
証
を
取
得

50

変
電
設
備
や
非
常
用
自
家
発
電
装
置
を
設

置
。
い
ず
れ
も
本
庁
舎
地
下
に
あ
る
現
設

備
・
装
置
を
更
新
し
て
い
ま
す
。

大規模災害にも対応できる強靭な庁舎
災害対策本部室や消防局、水道
局を浸水被害の危険性がない
2階以上に配置

【 業 務 開 始 日 】
防災危機管理室　R８年 1月１３日 ( 火 )
水道局　　　　　R８年１月１３日 ( 火 )
消防局　　　　　R８年２月　２日 ( 月 )

概　
　
要　

防
災
・
災
害
対
策
機
能
強
化
の
早
期
実
現

に
向
け
、
本
庁
舎
敷
地
内
に
、
防
災
・
災

害
対
応
の
拠
点
と
し
て
整
備　

建
物
概
要

・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
地
上
３
階
建

・
延
べ
面
積
約
６
２
０
０
㎡

　
外
観
は
本
庁
舎
と
同
じ
白
壁
と
レ
ン
ガ

タ
イ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
で
、
震
度
７
ク
ラ
ス

の
大
地
震
に
耐
え
ら
れ
る
免
震
構
造
を
採

用
。

１
階
は
会
議
室
と
水
道
料
金
の
窓
口
、
防

災
資
材
倉
庫
。
災
害
時
に
は
自
衛
隊
や
他

自
治
体
か
ら
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
活
動
拠

点
に
す
る
予
定
。
２
階
は
浸
水
の
危
険
性

が
低
い
た
め
、
災
害
対
策
本
部
室
、
消
防

局
、
防
災
危
機
管
理
室
。
３
階
は
水
道
局

を
置
き
、
屋
上
に
は
、
高
圧
電
流
を
低
圧

に
変
え
て
業
務
で
使
え
る
よ
う
に
す
る
受

地盤を締固める液状化対策を実施
浸水想定高さより高い位置に免震
装置を設置

防災危機管理センター

全体業務開始日　令和８年２月２日 ( 月 )

『
編
集
後
記
』

(

２
０
２
６
年)

水
島
港
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

　

昨
年
は
私
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
年
に
な

り
ま
し
た
。

５
月
に
父
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
人
生
の
先
輩

と
し
て
道
を
示
し
て
く
れ
た
父
が
今
で
も
居
間

で
座
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

倉
敷
市
議
会
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
を
父
は
何
よ
り
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

何
度
も
聞
い
て
き
た
「
竜
ち
ゃ
ん
は
議
長
に
な

っ
た
ん
か
の
ぉ
？
」
そ
の
声
は
今
も
聞
こ
え
て

き
ま
す
。
議
長
と
い
う
仕
事
は
実
に
重
責
で
す
。

議
会
の
円
滑
な
運
営
、
他
県
と
の
議
案
の
す
り

合
わ
せ
、
国
へ
の
要
望
書
の
作
成
な
ど
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。
特
に
、
要
望
書
に
つ
い
て
は
豪

雨
な
ど
へ
の
水
害
、
防
災
対
策
も
含
め
て
、
重

点
的
に
作
成
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
河
川

管
理
は
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
土
台
の
よ
う

な
事
業
で
あ
り
、
土
台
が
し
っ
か
り
し
て
こ
そ
、

安
心
、
安
全
に
過
ご
せ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
個
人
的
に
は
Ｊ
Ｒ
山
陽
本
線
倉
敷
駅
付
近

連
続
立
体
交
差
事
業
を
推
進
出
来
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。
駅
の
北
と
南
を
つ
な
ぐ
事
業
は

流
通
に
お
い
て
も
市
や
地
域
に
と
っ
て
有
益
だ

と
思
い
ま
す
。

地
域
と
市
政
を
「
つ
な
ぐ
」
こ
の
信
念
を
腹
の

真
ん
中
に
据
え
て
、
一
歩
一
歩
進
ん
で
参
り
ま

す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※国際バルク戦略港湾とは、ばら積み貨物（バルク）の輸入拠点として、

安定的・安価な輸入の実現を図るために重点的に整備を目指す港湾

　
水
島
港
は
、
我
が
国
の
基
幹
産
業
を
構
成
す
る
大
企
業
が
集
積
し
、
国
の
経
済
活
動
を
支
え
る
重
要
な
生
産
・

物
流
拠
点
と
な
っ
て
お
り
、
国
内
で
唯
一
、
穀
物
と
鉄
鉱
石
の
２
品
目
で ※

国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
に
選
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
水
島
港
の
国
際
競
争
力
を
さ
ら
に
強
化
し
て
い
く
た
め
に
は
、
大
型
船
舶
に
よ
る
穀
物
の
一
括
大
量
輸
送
を
可

能
と
す
る
港
湾
整
備
や
、
東
南

ア
ジ
ア
向
け
国
際
コ
ン
テ
ナ
貨

物
の
増
加
に
よ
る
船
舶
の
大
型

化
へ
の
対
応
が
急
務
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
港
湾
整
備
に
よ

り
、
食
糧
の
安
定
的
か
つ
安
価

な
輸
入
の
実
現
や
、
水
島
港
周

辺
に
立
地
す
る
基
幹
産
業
の
物

流
コ
ス
ト
の
縮
減
を
図
り
、
各

企
業
の
連
携
と
と
も
に
国
際
競

争
力
を
一
層
強
化
す
る
た
め
に
、

 

①
国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
水
島

 　
港
の
整
備
促
進

　

(

桟
橋
延
長185

ｍ
↓320

ｍ
）

　

(

水
深　

 

ｍ
↓　

 

ｍ
化
）

  

②
玉
島
東
航
路
の
整
備
促
進

     (

水
深
を　

 

ｍ
↓　

 

ｍ
化
）

10
12

14

に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

12

要望：桟橋延長 320ｍ

要望：水深 14m化

要望：水深 12m化

令
和
７
年
度　

 

月
補
正
予
算
の
概
要

12

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
国
の
制
度
改
正

に
伴
う
経
費
や
早
急
に
対
応
が
必
要
な
経

費
等
を
中
心
に
計
上
し
て
い
ま
す
。
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【平常時の状況】【洪水時の状況】

酒
津
地
先
の
堤
防
強
化
及
び

笠
井
堰
左
岸
堰
の
可
動
化
に
つ
い
て

か
さ
い
ぜ
き

　
高
梁
川
の
酒
津
地
区
に
お
け
る
堤
防
強
化
並
び
に

笠
井
堰
左
岸
堰
の
部
分
改
築
が
事
業
化
と
な
り
、Ｒ
７

年
４
月
に
は
、
国
土
交
通
省
か
ら
同
区
間
を
重
点
投

資
に
よ
り
河
川
整
備
を
行
う
「
緊
急
対
策
特
定
区
間
」

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
酒
津
地
区
に
あ
る
笠
井
堰
は
、
大
部
分
が
固
定
堰

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
洪
水
時
の
流
れ
を
阻
害
し
水
位

を
上
昇
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
加
え
て

酒
津
地
区
の
左
岸
堤
防
は
、
堤
防
断
面
が
不
足
す
る

等
、
安
全
性
が
不
足
し
て
お
り
、
当
箇
所
の
堤
防
が

決
壊
す
れ
ば
、
浸
水
区
域
は
倉
敷
市
中
心
部
か
ら
岡

山
市
や
早
島
町
ま
で
及
び
、
多
く
の
住
民
の
生
命
・

財
産
に
危
険
が
及
ぶ
た
め
、
酒
津
地
区
周
辺
及
び
上

流
の
沿
川
地
区
の
治
水
安
全
度
向
上
を
図
る
た
め
に
、

酒
津
地
先
の
堤
防
強
化
の
一
日
も
早
い
完
成
と
河
積

阻
害
に
よ
る
流
下
能
力
の
低
下
を
解
消
す
る
た
め
、

笠
井
堰
左
岸
堰
の
残
り
の
区
間
の
可
動
化
に
つ
い
て

も
早
期
事
業
化
を
要
望
し
ま
し
た
。

昭
和
水
門
の
早
期
の
機
能
復
旧
及
び
河
川
管
理
の
適
切
な

　
実
施
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

【要望書を提出】

岡
山
県
へ
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
へ
要
望
し
ま
し
た
。

　
Ｒ
７
年
８
月
、
岡
山
県
が
管
理
す
る
防
潮
水
門
・
昭
和
水
門(

玉
島
阿

賀
崎
地
内
）
が
損
傷
し
、
里
見
川
に
海
水
が
流
入
、
周
辺
農
地
で
塩
害

と
み
ら
れ
る
被
害
が
発
生
し
て
い
る
と
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

　
昭
和
水
門
は
昭
和　

 

年
の
供
用
開
始
で
老
朽
化
が
進
み
、
こ
の
約

年
間
で
平
成　

 

年
、
平
成　

 

年
、
平
成　

 
年
、
そ
し
て
今
回
の
損
傷
と
、

計
４
回
の
海
水
逆
流
を
発
生
さ
せ
て
い
ま
す
。
特
に
今
回
、
県
が
速
や

か
に
止
水
で
き
な
か
っ
た
こ
と
や
、
本
年
６
月
に
水
門
ゲ
ー
ト
故
障
が

発
生
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
倉
敷
市
に
は
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
浸
水
被
害
へ
の
備
え
と
し
て
の
昭
和
水
門
の
防
災
機

能
に
つ
い
て
、
周
辺
住
民
に
大
き

な
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
里
見
川
及
び
道
口
川
に

つ
い
て
は
、
問
題
は
昭
和
水
門
だ

け
で
な
く
、
河
道
の
土
砂
堆
積
や

樹
木
繁
茂
に
よ
る
流
下
能
力
の
低

下
で
浸
水
被
害
の
危
険
性
が
増
し

て
お
り
、
県
民
の
生
活
が
脅
か
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

50

20

14

20

29

　
今
回
の
事
案
を
重
く
受
け
止
め
、
県
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、①
農
地
へ
の
影
響
に
つ

い
て
速
や
か
に
現
状
を
把
握
し
早
急
に
支
援
策
を
検
討
・
実
施
す
る
と
と
も
に
、
農
作
物
の
被
害

状
況
に
つ
い
て
丁
寧
に
地
元
と
話
を
し
、
原
因
調
査
を
行
い
、
迅
速
か
つ
十
分
な
補
償
を
行
う
こ

と
②
昭
和
水
門
に
つ
い
て
、
至
急
、
確
実
な
応
急
止
水
防
止
策
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
繰
り
返
し

海
水
流
入
を
起
こ
し
て
い
る
現
状
を
鑑
み
、
早
期
に
十
分
な
遮
水
機
能
を
備
え
た
施
設
に
更
新
す

る
こ
と
③
里
見
川
及
び
道
口
川
の
河
道
掘
削
や
樹
木
伐
採
を
適
切
か
つ
定
期
的
に
実
施
し
、
十
分

な
流
下
能
力
を
確
保
す
る
こ
と
④
里
見
川
及
び
道
口
川
の
堤
防
の
補
強
・
嵩
上
げ
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
雑
木
・
雑
草
が
繁
茂
し
な
い
よ
う
適
切
に
管
理
す
る
こ
と　

以
上
、
４
件
に
つ
い
て
、
岡
山
県
へ
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。　　

事業期間：令和７年度～令和１６年度 (１０年間）　事業費：約２１０億円

【酒津地区周辺】 事業内容：浸透対策 ( 堤防断面拡大・押さえ盛土等）、
　　　　　浸食対策 ( 高水敷整備）笠井堰部分改築 等

塩
見
英
之 

国
土
交
通
審
議
官

　
　

(

左
か
ら
二
番
目
）

遠
藤
康
洋
岡
山
県
議
会 

議
長

　
　

(

右
か
ら
二
番
目
）

【意見書を提出】

は
ん
も
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梁
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４
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酒
津
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区
に
あ
る
笠
井
堰
は
、
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部
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が
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定
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こ
と
か
ら
、
洪
水
時
の
流
れ
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阻
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し
水
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を
上
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せ
る
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因
と
な
っ
て
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り
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す
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て
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の
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岸
堤
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は
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が
不
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等
、
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性
が
不
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て
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り
、
当
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所
の
堤
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が

決
壊
す
れ
ば
、
浸
水
区
域
は
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敷
市
中
心
部
か
ら
岡

山
市
や
早
島
町
ま
で
及
び
、
多
く
の
住
民
の
生
命
・

財
産
に
危
険
が
及
ぶ
た
め
、
酒
津
地
区
周
辺
及
び
上

流
の
沿
川
地
区
の
治
水
安
全
度
向
上
を
図
る
た
め
に
、

酒
津
地
先
の
堤
防
強
化
の
一
日
も
早
い
完
成
と
河
積

阻
害
に
よ
る
流
下
能
力
の
低
下
を
解
消
す
る
た
め
、

笠
井
堰
左
岸
堰
の
残
り
の
区
間
の
可
動
化
に
つ
い
て

も
早
期
事
業
化
を
要
望
し
ま
し
た
。

昭
和
水
門
の
早
期
の
機
能
復
旧
及
び
河
川
管
理
の
適
切
な

　
実
施
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

【要望書を提出】

岡
山
県
へ
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
へ
要
望
し
ま
し
た
。

　
Ｒ
７
年
８
月
、
岡
山
県
が
管
理
す
る
防
潮
水
門
・
昭
和
水
門(

玉
島
阿

賀
崎
地
内
）
が
損
傷
し
、
里
見
川
に
海
水
が
流
入
、
周
辺
農
地
で
塩
害

と
み
ら
れ
る
被
害
が
発
生
し
て
い
る
と
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

　
昭
和
水
門
は
昭
和　

 

年
の
供
用
開
始
で
老
朽
化
が
進
み
、
こ
の
約

年
間
で
平
成　

 

年
、
平
成　

 

年
、
平
成　

 

年
、
そ
し
て
今
回
の
損
傷
と
、

計
４
回
の
海
水
逆
流
を
発
生
さ
せ
て
い
ま
す
。
特
に
今
回
、
県
が
速
や

か
に
止
水
で
き
な
か
っ
た
こ
と
や
、
本
年
６
月
に
水
門
ゲ
ー
ト
故
障
が

発
生
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
倉
敷
市
に
は
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
浸
水
被
害
へ
の
備
え
と
し
て
の
昭
和
水
門
の
防
災
機

能
に
つ
い
て
、
周
辺
住
民
に
大
き

な
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
里
見
川
及
び
道
口
川
に

つ
い
て
は
、
問
題
は
昭
和
水
門
だ

け
で
な
く
、
河
道
の
土
砂
堆
積
や

樹
木
繁
茂
に
よ
る
流
下
能
力
の
低

下
で
浸
水
被
害
の
危
険
性
が
増
し

て
お
り
、
県
民
の
生
活
が
脅
か
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

50

20

14

20

29

　
今
回
の
事
案
を
重
く
受
け
止
め
、
県
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、①
農
地
へ
の
影
響
に
つ

い
て
速
や
か
に
現
状
を
把
握
し
早
急
に
支
援
策
を
検
討
・
実
施
す
る
と
と
も
に
、
農
作
物
の
被
害

状
況
に
つ
い
て
丁
寧
に
地
元
と
話
を
し
、
原
因
調
査
を
行
い
、
迅
速
か
つ
十
分
な
補
償
を
行
う
こ

と
②
昭
和
水
門
に
つ
い
て
、
至
急
、
確
実
な
応
急
止
水
防
止
策
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
繰
り
返
し

海
水
流
入
を
起
こ
し
て
い
る
現
状
を
鑑
み
、
早
期
に
十
分
な
遮
水
機
能
を
備
え
た
施
設
に
更
新
す

る
こ
と
③
里
見
川
及
び
道
口
川
の
河
道
掘
削
や
樹
木
伐
採
を
適
切
か
つ
定
期
的
に
実
施
し
、
十
分

な
流
下
能
力
を
確
保
す
る
こ
と
④
里
見
川
及
び
道
口
川
の
堤
防
の
補
強
・
嵩
上
げ
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
雑
木
・
雑
草
が
繁
茂
し
な
い
よ
う
適
切
に
管
理
す
る
こ
と　

以
上
、
４
件
に
つ
い
て
、
岡
山
県
へ
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。　　

事業期間：令和７年度～令和１６年度 (１０年間）　事業費：約２１０億円

【酒津地区周辺】 事業内容：浸透対策 ( 堤防断面拡大・押さえ盛土等）、
　　　　　浸食対策 ( 高水敷整備）笠井堰部分改築 等

塩
見
英
之 

国
土
交
通
審
議
官

　
　

(

左
か
ら
二
番
目
）

遠
藤
康
洋
岡
山
県
議
会 

議
長

　
　

(

右
か
ら
二
番
目
）

【意見書を提出】

は
ん
も
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補
正
予
算
の
主
な
事
業

市
長
公
約
【
産
後
ケ
ア
事
業
】

事
業
費
１
１
７
１
万
円

対
象
施
設
の
増
加
や
利
便
性
の

向
上
に
よ
り
利
用
者
数
が
見
込

み
を
上
回
る
た
め
、
委
託
料
を
追
加
し
ま

す
。市

長
公
約
【
通
学
支
援
事
業
】

事
業
費
１
３
万
円

債
務
負
担
行
為
１
１
０
３
万
円

令
和
８
年
４
月
に
開
校
す
る
下
津
井
学
園

の
通
学
支
援
用
車
両
の
運
行
業
務
を
委
託

し
ま
す
。

拡
大
【
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
事
業
】

債
務
負
担
行
為
１
６
２
２
万
円

児
童
生
徒
数
増
加
に
伴
い
、
令

和
８
年
４
月
か
ら
倉
敷
支
援
学

校
送
迎
用
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

１
路
線
追
加
し
ま
す
。

【
ご
み
の
適
正
処
理
・
減
量
・
リ
サ
イ
ク

ル
啓
発
事
業
】

事
業
費
３
０
０
万
円

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
等
に

起
因
す
る
火
災
が
全
国
で
発

生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
適
正
な
分
別
や

排
出
を
促
す
啓
発
を
強
化
し
ま
す
。

防
災
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に

つ
い
て

【
令
和
８
年
１
月
業
務
開
始
】

・
免
震
構
造(

柱
頭
免
震
）
を
採
用

・
電
力
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が　
％

 

以
上
の
省
エ
ネ
と
な
るZEB Ready

の

認
証
を
取
得

50

変
電
設
備
や
非
常
用
自
家
発
電
装
置
を
設

置
。
い
ず
れ
も
本
庁
舎
地
下
に
あ
る
現
設

備
・
装
置
を
更
新
し
て
い
ま
す
。

大規模災害にも対応できる強靭な庁舎
災害対策本部室や消防局、水道
局を浸水被害の危険性がない
2階以上に配置

【 業 務 開 始 日 】
防災危機管理室　R８年 1月１３日 ( 火 )
水道局　　　　　R８年１月１３日 ( 火 )
消防局　　　　　R８年２月　２日 ( 月 )

概　
　
要　

防
災
・
災
害
対
策
機
能
強
化
の
早
期
実
現

に
向
け
、
本
庁
舎
敷
地
内
に
、
防
災
・
災

害
対
応
の
拠
点
と
し
て
整
備　

建
物
概
要

・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
地
上
３
階
建

・
延
べ
面
積
約
６
２
０
０
㎡

　
外
観
は
本
庁
舎
と
同
じ
白
壁
と
レ
ン
ガ

タ
イ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
で
、
震
度
７
ク
ラ
ス

の
大
地
震
に
耐
え
ら
れ
る
免
震
構
造
を
採

用
。

１
階
は
会
議
室
と
水
道
料
金
の
窓
口
、
防

災
資
材
倉
庫
。
災
害
時
に
は
自
衛
隊
や
他

自
治
体
か
ら
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
活
動
拠

点
に
す
る
予
定
。
２
階
は
浸
水
の
危
険
性

が
低
い
た
め
、
災
害
対
策
本
部
室
、
消
防

局
、
防
災
危
機
管
理
室
。
３
階
は
水
道
局

を
置
き
、
屋
上
に
は
、
高
圧
電
流
を
低
圧

に
変
え
て
業
務
で
使
え
る
よ
う
に
す
る
受

地盤を締固める液状化対策を実施
浸水想定高さより高い位置に免震
装置を設置

防災危機管理センター

全体業務開始日　令和８年２月２日 ( 月 )

『
編
集
後
記
』

(

２
０
２
６
年)

水
島
港
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

　

昨
年
は
私
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
年
に
な

り
ま
し
た
。

５
月
に
父
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
人
生
の
先
輩

と
し
て
道
を
示
し
て
く
れ
た
父
が
今
で
も
居
間

で
座
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

倉
敷
市
議
会
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
を
父
は
何
よ
り
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

何
度
も
聞
い
て
き
た
「
竜
ち
ゃ
ん
は
議
長
に
な

っ
た
ん
か
の
ぉ
？
」
そ
の
声
は
今
も
聞
こ
え
て

き
ま
す
。
議
長
と
い
う
仕
事
は
実
に
重
責
で
す
。

議
会
の
円
滑
な
運
営
、
他
県
と
の
議
案
の
す
り

合
わ
せ
、
国
へ
の
要
望
書
の
作
成
な
ど
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。
特
に
、
要
望
書
に
つ
い
て
は
豪

雨
な
ど
へ
の
水
害
、
防
災
対
策
も
含
め
て
、
重

点
的
に
作
成
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
河
川

管
理
は
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
土
台
の
よ
う

な
事
業
で
あ
り
、
土
台
が
し
っ
か
り
し
て
こ
そ
、

安
心
、
安
全
に
過
ご
せ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
個
人
的
に
は
Ｊ
Ｒ
山
陽
本
線
倉
敷
駅
付
近

連
続
立
体
交
差
事
業
を
推
進
出
来
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。
駅
の
北
と
南
を
つ
な
ぐ
事
業
は

流
通
に
お
い
て
も
市
や
地
域
に
と
っ
て
有
益
だ

と
思
い
ま
す
。

地
域
と
市
政
を
「
つ
な
ぐ
」
こ
の
信
念
を
腹
の

真
ん
中
に
据
え
て
、
一
歩
一
歩
進
ん
で
参
り
ま

す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※国際バルク戦略港湾とは、ばら積み貨物（バルク）の輸入拠点として、

安定的・安価な輸入の実現を図るために重点的に整備を目指す港湾

　
水
島
港
は
、
我
が
国
の
基
幹
産
業
を
構
成
す
る
大
企
業
が
集
積
し
、
国
の
経
済
活
動
を
支
え
る
重
要
な
生
産
・

物
流
拠
点
と
な
っ
て
お
り
、
国
内
で
唯
一
、
穀
物
と
鉄
鉱
石
の
２
品
目
で ※

国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
に
選
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
水
島
港
の
国
際
競
争
力
を
さ
ら
に
強
化
し
て
い
く
た
め
に
は
、
大
型
船
舶
に
よ
る
穀
物
の
一
括
大
量
輸
送
を
可

能
と
す
る
港
湾
整
備
や
、
東
南

ア
ジ
ア
向
け
国
際
コ
ン
テ
ナ
貨

物
の
増
加
に
よ
る
船
舶
の
大
型

化
へ
の
対
応
が
急
務
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
港
湾
整
備
に
よ

り
、
食
糧
の
安
定
的
か
つ
安
価

な
輸
入
の
実
現
や
、
水
島
港
周

辺
に
立
地
す
る
基
幹
産
業
の
物

流
コ
ス
ト
の
縮
減
を
図
り
、
各

企
業
の
連
携
と
と
も
に
国
際
競

争
力
を
一
層
強
化
す
る
た
め
に
、

 

①
国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
水
島

 　
港
の
整
備
促
進

　

(

桟
橋
延
長185

ｍ
↓320

ｍ
）

　

(

水
深　

 

ｍ
↓　

 

ｍ
化
）

  

②
玉
島
東
航
路
の
整
備
促
進

     (

水
深
を　

 

ｍ
↓　

 

ｍ
化
）

10
12

14

に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

12

要望：桟橋延長 320ｍ

要望：水深 14m化

要望：水深 12m化

令
和
７
年
度　

 

月
補
正
予
算
の
概
要

12

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
国
の
制
度
改
正

に
伴
う
経
費
や
早
急
に
対
応
が
必
要
な
経

費
等
を
中
心
に
計
上
し
て
い
ま
す
。


